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本学の 2020 年度春学期は 4 月 30 日から始ま
り、全 12 回で実施するという大学の方針が示








（2020 年 5 月 5 日～ 7 月 12 日。全 12 回。以下























ン授業を Google Meet を使って、受講生の自
己紹介も含めて実施し、第 4 回からは Zoom で
の演習形式のオンライン授業の実施に切り替え

































































































筆者の担当する 2020 年度「演習 1」（2020 年
9 月 22 日～ 2021 年 1 月 19 日。計 14 回）では、





































































して行ったが、「2」（2020 年 9 月 21 日～ 2021
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ものとして、改めて Google Earth などの授業











































































































































































かの “ 問題行動 ” をあえて行ってもらい、その
“ 問題行動 ” に対して模擬授業者がどのように
声掛けをし、注意できるか、ということも見て
いく（模擬授業の際には、筆者も生徒役となり、









































































































































































イトであるが、2021 年 2 月現在も「子供の
学び応援サイト−学習支援コンテンツポー
タルサイト−」として運用し、教材も更新
さ れ て い る。https://www.mext.go.jp/a_
menu/ikusei/gakusyushien/index_00001.






業 実 践 例 ―」https://www.rekihaku.ac.jp/
learning/practice.html（2021 年 2 月 25 日
アクセス）、同 HP「資料・データベース」
の 中 の 特 に「WEB ギ ャ ラ リ ー」https://
www.rekihaku.ac.jp/education_research/
gallery/webgallery/index.html（2021 年 2
月 25 日アクセス）。「先生のためのれきはく
活用」では、立教新座中学校・高等学校の
荒井雅子先生の世界史 B における実践例な
ども紹介されている。
